
1017情報処理 Vol.52 No.8 Aug. 2011

2010年度喜安記念業績賞紹介

　このたびは喜安記念業績賞を受賞することになり，

大変光栄に存じます．改めて本技術の実用化に携わ

った関係者，音声認識技術を育てられた諸先輩方に

感謝いたします．

　受賞した第 3世代携帯電話向けの分散型音声認識

技術は，携帯電話とサーバ型音声認識が処理を分担

する方式に基づくもので，2006 年 1 月に「声 de 入

力」機能としてリリースされました．以来，本機能

は主要なコンシューマ向け携帯アプリである乗換検

索，歩行者用ナビゲーション，同乗者用ナビゲーシ

ョンなどに利用されています．本機能を搭載した携

帯電話はこれまでに 10 メーカ 150 機種に及びます．

　研究開発の発端は，2000 年以降急速に普及した

携帯インターネットや携帯アプリ向けに端末性能に

よって制限されない音声入力機能を提供できないか

という単純な問いに対して，ちょうどその頃に標準

化された分散型音声認識用の音響特徴量を利用し，

データ通信に基づく分散システムを試作したことに

始まります．分散型音声認識システムでは，高い認

識精度に加えて，応答時間を端末・サーバ間の通信

時間を含めて数秒以内に抑えることが求められます．

携帯電話端末上の音響分析処理・ベクトル符号化を

リアルタイム処理化する方式，サーバ型音声認識に

おける効率的な探索方式などの考案により，応答時

間を大幅に短縮し，実用的な精度と応答時間を両立

させました．また，誤認識の可能性が高い場合には

推定された誤認識原因をユーザに通知して誤認識の

繰り返しを防ぐ機能を加えるなど，音声認識のユー

ザビリティを高めました．

　現在では，スマートフォンから利用できる超大語

彙の音声認識が現れています．私達もこれまでに培

った技術を基礎として，新たな音声アプリケーショ

ンの創出に寄与すべく努力していく所存です．
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